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「継続企業の前提に関する重要事象等」の記載解消に関するお知らせ 

 

当社は、本日発表の「平成26年６月期第１四半期決算短信」において、「継続企業の前提に関する

重要事象等」の記載を下記のとおり解消することとなりましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

当社グループは、平成22年６月以降、長引く不況による経営環境悪化の影響を受けて３期連続して

当期純損失を計上したこと等により「継続企業の前提に関する重要事象等」の記載をしておりました。 

当社といたしましては、これらの状況を解消すべく、平成23年11月29日付で株式交換によりWWB株

式会社（以下、WWB社）の完全子会社化を行い、建機販売事業及び太陽光発電（ソーラー）事業に参

入し、グループとしての強固な収益体質の確立と資本力強化を推し進めて参りました。 

また、更なる事業の拡大発展を目的として、平成25年９月10日に「中期経営計画」を策定し、当該

目標の達成に向け全社一丸となって活動しております。他方、財務体質の改善に向け、資本政策とし

ての課題の一つでありました短期借入金に関して、前期にて長期借入金へ契約変更を行い、経営の安

定化を実現いたしました。 

 

これらの各種施策を施した結果、当第１四半期において連結・単体共に業績および収益が改善され、

また、リアルコム単体においても債務超過を解消しており、本格的な業績回復を確信し継続企業の前

提に関する重要な不確実性を抱かせる事象又は状況は現時点では認められないと判断し、「継続企業

の前提に関する重要事象等」の記載を解消いたしました。 

 

株主をはじめとするステークホルダーの皆さまには、大変ご心配をお掛けいたしましたが、今後も

グループ一丸となって業績の向上に努めてまいる所存でございますので、引き続きご支援賜りますよ

う宜しくお願い申し上げます。 

 

以上 


